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倰

る
こ
と
な
ど
を
伝
え
た


参
加
者
は
畑
を
見
学
し
た

後

飯
田
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

で
サ
ツ
マ
イ
モ｢

鳴
門
金
時｣

を
収
穫
し
な
が
ら

品
種
の

特
徴
や
調
理
方
法
な
ど
を
教

わ
っ
た

最
後
に
、
三
武
さ

ん
が
栽
培
し
た
ハ
ク
サ
イ
や

ダ
イ
コ
ン
、
ネ
ギ
な
ど
を
土

産
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
。

だ
他
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫

し
た
。

協
力
し
た
の
は
、
委
員
を

務
め
る
三
武
利
夫
さ
ん
と
飯

田
竜
さ
ん
三
武
さ
ん
は
参

加
者
に
畑
を
見
せ
て
回
り


栽
培
品
目
な
ど
を
説
明

イ

チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
で
は
感
染
症

対
策
を
徹
底
し

イ
チ
ゴ
狩

り
の
開
園
準
備
を
進
め
て
い

西
支
所
運
営
委
員
会
は


月

日
、
堀
西
の
畑
で
、
准

組
合
員
を
対
象
に
「
組
合
員

の
つ
ど
い
」
を
開
い
た
。
准

組
合
員
に
地
域
農
業
や
Ｊ
Ａ

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
農
家
が
畑
を
案
内

し
、
収
穫
体
験
の
場
を
提
供

し
て
い
る
も
の
。

人
が
参

加
し
、
農
業
の
実
態
を
学
ん

た
。山

口
政
雄
組
合
長
ら
が
、

地
場
産
の
シ
ク
ラ
メ
ン
と
、

加
工
品
の
詰
め
合
わ
せ
を
記

念
品
と
し
て
進
呈
。
日
頃
の

利
用
に
対
す
る
感
謝
を
伝
え

た
。記

念
品
を
受
け
取
っ
た
曽

屋
の
川
口
茂
子
さ
ん
は
「
地

元
産
は
新
鮮
で
、
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
る
の
で
い
つ
も
買

い
物
に
来
て
い
る
。
す
て
き

な
記
念
品
を
も
ら
え
て
良
か

っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

同
店
は
、
２
０
０
２
年


月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
県
内
最
大
級
の

農
産
物
直
売
所
。

６
０
０
人
以
上
の

生
産
者
が
、
新
鮮

な
農
畜
産
物
や
加

工
品
な
ど
を
出
荷

し
て
い
る
。
今
年

５
月
に
は
店
内
の

販
売
台
や
照
明
な

ど
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
生
産
者
と
消

費
者
を
つ
な
ぐ
地

産
地
消
の
拠
点
と

し
て
、
設
備
も
充

実
さ
せ
て
い
る
。

じ
ば
さ
ん
ず
は

日
、
来

店
者
９
０
０
万
人
を
達
成
し

た
。
５
台
の
レ
ジ
を
同
時
に

通
過
し
た
来
店
者
５
人
を
９

０
０
万
人
目
と
し
て
祝
っ

雄
二
（
渋
沢)

飯
田
久
雄(

堀

川
）
▽
上
地
区
＝
井
上
多
美

雄
（
三
廻
部
）
小
宮
實
（
八

沢
）
内
田
馨
（
菖
蒲
）
相
田

美
実
（
柳
川
）

◇
職
員
▽
中
島
聡
（
営
農

部
営
農
課
営
農
企
画
係
長
）

＝
和
田
真
（
羽
根
）
大
澤
洋

一
（
菩
提
）
渋
谷
幸
夫
（
戸

川)

▽
西
地
区
＝
岡
部
靖(
千

村
）
石
井
玄
（
堀
川
）
小
室

規
模
が
縮
小
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
は

だ
の
管
内
か
ら
は
各
地
区
の

代
表
生
産
組
合
長
ら
９
人
が

参
列
し
た
。

新
穀
感
謝
祭
で
は
、
厳
か

に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
た

他
、
篤
農
家

人
と
Ｊ
Ａ
職

員
が
表
彰
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
は

だ
の
管
内
で
表
彰
さ
れ
た
人

は
次
の
通
り
。

◇
篤
農
家
▽
大
根
地
区
＝

髙
橋
良
平
（
南
矢
名
）
石
井

進
（
下
大
槻
）
北
村
昇
（
鶴

巻
北
）
▽
本
町
地
区
＝
遠
藤

稔
（
本
町
）
横
溝
竹
夫
（
元

町
）
▽
東
地
区
＝
小
泉
英
一

（
名
古
木
）
井
上
博
（
名
古

木
）
根
倉
修
（
寺
山
）
▽
南

地
区
＝
鈴
木
富
雄
（
今
泉
）

古
宮
弘
文
（
西
大
竹
）
高
橋

正
和
（
西
大
竹
）
▽
北
地
区

伊
勢
原
市
の
大
山
阿
夫
利

神
社
社
務
所
で
４
日
、
第


回
新
穀
感
謝
祭
が
開
か
れ

た
。
崇
敬
農
家
が
五
穀
豊
穣

（
ほ
う
じ
ょ
う)

に
感
謝
し


米
や
麦
な
ど
の
穀
物
を
神
前

に
奉
納
す
る
も
の
。
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
参
列
者
数
や

感
染
症
の
拡
大

防
止
に
配
慮

し
、
実
施
日
数

を
増
や
し
て
密

を
回
避
す
る
な

ど
の
対
策
を
し

て
き
た
。
委
員

ら
は
８
月
に
種

を
ま
き
、

月

に
ソ
バ

㌔
を

収
穫
。
製
粉
し

て
、

㌔
の
そ

ば
粉
に
仕
上
げ

た
。和

田
稔
委
員

長
ら
が
生
地
を
こ
ね
る
時
に

入
れ
る
水
の
量
や
、
生
地
を

均
一
に
延
ば
す
こ
つ
な
ど
を

指
導
し
た
。
参
加
者
は
こ
れ

ま
で
の
作
業
内
容
を
振
り
返

り
、
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら

そ
ば
を
打
っ
た
。

ま
き
か
ら
収
穫
、
そ
ば
打
ち

ま
で
を
体
験
す
る
も
の
。
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

上
支
所
運
営
委
員
会
と
上

地
区
営
農
推
進
協
議
会
は

８
、
９
の
両
日
、
本
所
で
そ

ば
打
ち
教
室
を
開
い
た
。
両

会
が
取
り
組
む
「
そ
ば
作
り

教
室
」
の
一
環
。
委
員
と
組

合
員
合
わ
せ
て

人
が
、
そ

ば
を
打
ち
な
が
ら
交
流
を
深

め
た
。

教
室
は
同
支
所
管
内
の
組

合
員
と
協
力
し
、
ソ
バ
の
種

手
も
み
茶
品
評
会
で
も
入
賞

し
た
経
験
が
あ
る
。

髙
梨
さ
ん
は
、
畑
に
カ
ヤ

を
丁
寧
に
敷
い
て
、
冬
の
乾

燥
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
保
温

管
理
を
徹
底
。
有
機
肥
料
に

も
こ
だ
わ
り
、
生
育
期
に
合

わ
せ
て
使
う
肥
料
の
種
類
を

変
え
な
が
ら
、
高
品
質
な
茶

を
生
産
し
て
い
る
。
就
農
前

の
研
修
先
な
ど
で
知
り
合
っ

た
全
国
各
地
の
仲
間
と
も
情

報
を
交
換
し
な
が
ら
、
日
々

研
さ
ん
を
積
ん
で
い
る
。

髙
梨
さ
ん
は
「
賞
を
い
た

だ
け
て
光
栄
に
思
う
。
今
後

は
、
茶
園
の
管
理
と
製
茶
技

術
の
両
方
を
競
う
、
全
国
手

も
み
茶
品
評
会
で
１
位
に
な

る
の
が
目
標
な
の
で
、
さ
ら

に
技
術
を
磨
い
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む
。

髙
梨
さ
ん
は
同
園
の
４
代

目
で
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
２

０
１
０
年
に
就
農
。
現
在
は

父
の
孝
さ
ん
と
協
力
し
な
が

ら
、
３
㌶
の
茶
園
で
「
や
ぶ

き
た
」
「
お
く
み
ど
り
」
な

ど
９
品
種
の
茶
を
生
産
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
同
賞

を
受
賞
し
て
い
る
他
、
全
国

安
心
な
地
場
産
農
産
物
を
た
く

さ
ん
ご
用
意
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
当
日

の
状
況
に
よ
っ
て
は
入
場
制
限

な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

じ
ば
さ
ん
ず
は

月

日(

月)

～

日(

水)

の
３
日
間
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
「
年
末

市
」
を
開
催
し
ま
す
。

だ
る
ま
や
お
飾
り
、
農
家
の
手

作
り
お
せ
ち
な
ど
、
正
月
に
ぴ
っ

た
り
の
品
々
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ

え
ま
す
。
他
に
も
新
鮮
で
安
全
・

菩
提
で
高
梨
茶
園
を
営
む
髙
梨
晃
さ
ん

（

）
が
、

月

、

の
両
日
に
開
か

れ
た
神
奈
川
県
茶
園
共
進
会
で
、
最
優
秀

と
な
る
優
等
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
い

た
整
枝
の
精
度
な
ど
の
高
い
技
術
力
や


景
観
の
保
全
管
理
と
適
切
な
土
づ
く
り
を

両
立
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

文中の表彰などの人名紹介の際の敬称は省略させていただきます。

本
格
的
な
冬
の
寒
さ
が
到
来
し
た
。
健
康
な

体
づ
く
り
に
は
、
栄
養
価
の
高
い
旬
の
農
産
物

が
ぴ
っ
た
り
市
内
の
農
家
は
良
質
な
秦
野
産

を
消
費
者
に
届
け
て
い
る
。

今月の特集
４～５面

秦
野
産
農
産
物
で
冬
を
健
康
に

ま
ん
丸
ピ
ン
ポ
ン
マ
ム
華
や
か

平
沢
の
加
藤
宗
雅
さ
ん
が
生
産
す

る
ス
プ
レ
ー
マ
ム
が
、
じ
ば
さ
ん
ず

で
来
店
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

加
藤
さ
ん
は
、
黄
色
の
ピ
ン
ポ
ン

マ
ム
を
中
心
に
、
ピ
ン
ク
や
オ
レ
ン

ジ
の
ス
プ
レ
ー
マ
ム
を
同
店
や
市
場

に
合
計
４
０
０
０
本
出
荷
。
主
に
生

産
し
て
い
る
小
菊
の
栽
培
技
術
を
生

か
し
て
、
良
質
な
花
に
仕
上
げ
て
い

る
。
来
店
者
か
ら
は
「
丸
く
て
か
わ

い
ら
し
い
」
「
花
持
ち
が
良
い
の
で

長
く
楽
し
め
る｣

な
ど
評
判
が
高
い


加
藤
さ
ん
は
「
市
内
で
は
珍
し
い

花
な
の
で
、
秦
野
で
も
生
産
し
て
い

る
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。


月

日
（
日
）
午
前
９
時
放
送
の
ｔ
ｖ
ｋ

「
か
な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ
」
で
、
リ
ポ
ー
タ
ー
の
濱

村
春
香
さ
ん
が
市
内
の
農
家
を
訪
ね
、
秦
野
の
花

を
紹
介
し
ま
す
。
再
放
送
は

日
（
月
）
午
前


時
か
ら
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
戸
川
の
林
道
弘
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
花
の
収
穫

体
験
②
上
大
槻
の
北
村
千
賀
子
さ
ん
と
柳
川
の
和

田
さ
か
え
さ
ん
の
指
導
で
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
リ

ー
ス
作
り
③
本
町
の
草
山
邦
彦
さ
ん
と
寄
せ
植
え

体
験
④
じ
ば
さ
ん
ず
に
並
ぶ
花
苗
な
ど
を
紹
介
。

｢

か
な
が
わ
旬
菜
ナ
ビ｣


月

日(

日)

９
時
か
ら
放
送


東
町
生
産
組
合
長
を
務

め
る
西
大
竹
の
古
宮
弘
文

さ
ん
は
、
宮
崎
県
延
岡
市

出
身
で
、
高
校
卒
業
後
、

就
職
の
た
め
に
上
京
し

た
。

歳
で
秦
野
市
に
移

り
住
み
、

歳
ま
で
会
社

員
と
し
て
勤
務
。
退
職
を

機
に
妻
の
実
家
の
畑
を
守

ろ
う
と
就
農
し
た
。

就
農
す
る
ま
で
農
業
の

経
験
が
な
か
っ
た
古
宮
さ

ん
は
「
は
だ
の
市
民
農
業

塾
」
に
入
塾
し
、
種
を
ま

く
タ
イ
ミ
ン
グ
や
病
害
虫

の
防
除
方
法
な
ど
栽
培
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
か
ら
学

習
。
義
父
か
ら
も
教
わ
り

な
が
ら
技
術
を
磨
い
て
き

た
。
現
在
は
、
約

㌃
の

畑
で
落
花
生
や
サ
サ
ゲ
を

栽
培
し
、
じ
ば
さ
ん
ず
と

特
産
セ
ン
タ
ー
渋
沢
店
に

出
荷
。
サ
ト
イ
モ
や
ナ
ス

な
ど
年
間
５
品
目
以
上
を

自
家
用
野
菜
と
し
て
栽
培

し
て
い
る
。
栽
培
管
理
で

分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
近

所
の
農
家
や
Ｊ
Ａ
の
園
芸

技
術
顧
問
ら
に
相
談
し
、

農
作
業
を
進
め
て
い
る
。

「
農
業
を
始
め
て
か

ら
、
地
域
の
人
た
ち
と
の

つ
な
が
り
が
よ
り
深
く
な

っ
た
」
と
話
す
古
宮
さ

ん
。
毎
年
春
に
開
く
地
元

の
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
太
鼓
の
打
ち

方
を
教
え
る
な
ど
地
域
の

活
動
に
も
励
ん
で
い
る
。

元
々
歴
史
的
な
建
物
が

好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、


年
ほ
ど
前
に
始
め
た
の

が
、
寺
院
巡
り
だ
。
こ
れ

ま
で
に
埼
玉
県
秩
父
市
で

札
所
巡
り
を
し
た
他
、
関

東
の
各
都
県
に
あ
る
坂
東

三
十
三
観
音
霊
場
を
回
っ

て
き
た
。
今
後
は
、
四
国

八
十
八
カ
所
の
札
所
巡
り

に
行
く
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
古
宮
さ

ん
は
「
健
康
に
気
を
付
け

て
、
楽
し
み
な
が
ら
農
業

に
励
む
と
と
も
に
、
地
域

の
人
た
ち
と
の
交
流
も
大

事
に
し
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

楽
し
み
な
が
ら
農
業
に
励
む

西大竹の

古宮
こ み や

弘文
ひ ろ ふ み

さん(69)

これまでいろ

いろＪＡについ

て学んできたけ

ど、ＪＡはだの

っていつできたの？

そういえば教

えてなかったわ

ね。秦野市農協

は、1963年８月

１日に市内の大根農協、

本町農協、東秦野農協、

南秦野農協、北秦野農協

の５農協が合併して誕生

したの。1966年には、市

内の秦野市農協と西秦野

農協、上秦野農協が二次

合併し、現在の秦野市農

協になって市内の農協は

完全に一本化されたの

よ。「ＪＡはだの」とい

う愛称は1992年に決定し

たわ。

そうなんだ。

秦野市に七つも

農協があったな

んて知らなかっ

たよ。今年も１年ＪＡに

ついて教えてくれてあり

がとう。良いお年を、や

えのちゃん！

市
内
で
一
つ
の
農
協
に

じばさんず｢年末市｣じばさんず｢年末市｣
～日に開催

加藤さんが丹精して育てたピンポンマム

サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
す
る
参
加
者

神奈川県茶園共進会神奈川県茶園共進会
髙
梨
晃

菩
提

が
大
臣
賞

髙
梨
晃

菩
提

が
大
臣
賞

技
術
や
土
づ
く
り
評
価
高
く

西支所 組合員のつどい

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
を
体
験

農
業
や
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
を
深
め
る

じ ば さ ん ず
900万人来店者900万人

じ ば さ ん ず
来店者900万人

記念品を贈る

大
山
阿
夫
利
神
社
で
新
穀
感
謝
祭

大
山
阿
夫
利
神
社
で
新
穀
感
謝
祭

篤農家人を表彰

表彰を受ける参列者

900万人目となった来店者ら

上支所

そ
ば
打
ち
教
室
で
交
流

１
年
の
活
動
を
振
り
返
る

そ
ば
を
切
る
参
加
者
㊧
と
委
員

正
月
用
品
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え

正
月
用
品
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え

農林水産大臣賞に輝いた髙梨さん

(://-/)（） 年(令和２年)月日(土曜日) 年(令和２年)月日(土曜日) （）第号 第号Ｊ Ａ は だ の (://-/) Ｊ Ａ は だ の
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俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠
俠

ー
ル
で
開
か
れ
、
Ｊ
Ａ
は
だ

の
か
ら
特
別
賞
と
し
て
秦
野

市
農
業
協
同
組
合
長
賞
を
授

与
し
た
。

受
賞
し
た
の
は
、
写
真
の

部
（
普
通
部
門
）
が
松
原
町

の
小
柴
宗
子
さ
ん
、
書
道
の

部
が
平
沢
の
鈴
木
輝
子
さ

ん
、
美
術
の
部
が
北
矢
名
の

白
川
明
さ
ん
。
受
賞
作
品

は
、
来
年

月
ま
で
本
所
に

展
示
す
る
。

第

回
記
念
秦
野
市
展

（
写
真
の
部
・
美
術
の
部
・

書
道
の
部
）
が
、
ク
ア
ー
ズ

テ
ッ
ク
秦
野
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ

｢
む
ぎ
ぶ
え｣

発
行

文
芸
愛
好
会

が

俳

句

集

文
芸
愛
好
会
は

月


日
、
俳
句
集
「
む
ぎ
ぶ
え
」

第

号
を
発
行
し
た
。
四
季

折
々
の
自
然
や
情
景
な
ど
を

詠
ん
だ
会
員
の
句
を
、
一
冊

に
ま
と
め
た
。

「
む
ぎ
ぶ
え
」
は
Ｂ
５
判


㌻
で
、
会
員

人
が
そ
れ

ぞ
れ

句
の
作
品
を
つ
づ
っ

て
い
る
。
会
員
が
自
ら
句
を

選
び
、
手
作
業
で
製
本
。
Ｊ

Ａ
の
各
支
所
・
支
店
の
他
、

市
内
の
公
民
館
な
ど
に
も
配

布
し
た
。

タ
ー
１
０
０
鉢
に
土
を
入
れ

て
、
花
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に

植
え
た
。

部
員
は
、
手
分
け
し
て
プ

ラ
ン
タ
ー
を
配
布
。
園
児
に

花
の
種
類
や
世
話
の
仕
方
な

ど
を
伝
え
な
が
ら
、
地
場
産

の
花
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
受
け
取

っ
た
園
児
か
ら
は
「
小
さ
く

て
か
わ
い
い
」
「
色
が
き
れ

い
」
な
ど
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ

た
。山

口
哲
治
委
員
長
は
「
外

出
す
る
機
会
が
減
る
中
で
、

花
を
見
た
子
ど
も
た
ち
が
少

し
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な

っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

た
。

青
年
部
は
４
日
、
市
内
の

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど

カ

所
に
、
部
員
が
生
産
す
る
花

を
寄
せ
植
え
し
た
プ
ラ
ン
タ

ー
を
配
っ
た
。
同
部
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
の
一
環
。
部
員
７
人

が
市
内
を
回
り
、
園
児
ら
に

手
渡
し
た
。

プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
部
員
が

生
産
す
る
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ

メ
ン
と
パ
ン
ジ
ー
合
わ
せ
て

４
０
０
ポ
ッ
ト
を
寄
せ
植
え

し
た
も
の
。
部
員
が
プ
ラ
ン

研修会

農
福
連
携
の

実
例
を
学
ぶ

は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、

月

、

の

両
日
、
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
農
福
連
携
の
研
修
会
を

開
い
た
。
農
業
の
労
働
力
確

保
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
の

就
労
支
援
に
役
立
て
よ
う

と
、
Ｊ
Ａ
は
だ
の
や
市
の
職

員
ら
合
計

人
が
参
加
し

た
。研

修
会
は
、
セ
ン
タ
ー
と

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
連
携

し
て
開
い
た
も
の
。

日
は

福
祉
の
視
点
に
立
っ
た
研
修

会
を
実
施
。

日
は
農
業
者

な
ど
を
対
象
に
開
催
し
、
Ｊ

Ａ
共
済
総
合
研
究
所
の
主
任

研
究
員
が
講
師
を
務
め
た
。

講
師
は
、
農
家
や
農
業
法

人
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
農
作
業
を
依
頼
し
た
り
、

障
害
の
あ
る
人
を
直
接
雇
用

し
た
り
し
た
実
例
を
紹
介
。

農
福
連
携
を
進
め
る
こ
と

で
、
互
い
の
課
題
の
解
決
や

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
伝
え
た
。 フ

に
考
案
し

た
も
の
。
地

域
の
歴
史
を

広
く
伝
え
る

他
、
秦
野
産

小
麦
の
Ｐ
Ｒ

に
も
一
役
買

っ
て
い
る
。

サ
ブ
レ
に

は
、
秦
野
で
生
産
さ
れ
た
小

麦
「
ゆ
め
か
お
り
」
を
使

用
。
小
麦
の
香
り
が
豊
か

で
、
さ
く
さ
く
と
し
た
食
感

に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

形
は
、
２
０
１
８
年
に
菩

提
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
後

期
の
「
中
空
土
偶
」
を
か
た

ど
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
現

存
す
る
部
分
が
多
く
貴
重
な

土
偶
と
い
わ
れ
て
い
る
。

吉
野
さ
ん
は
「
サ
ブ
レ
を

き
っ
か
け
に
、
秦
野
の
歴
史

や
市
内
で
お
い
し
い
小
麦
が

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。

菓
子
を
作
る
こ
と
が
生
産
者

の
応
援
に
も
つ
な
が
れ
ば
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

秦
野
の
小
麦
で

土
偶
の
サ
ブ
レ

市
内
の
洋
菓
子
店
「
ス
イ

ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

サ
ク
ラ

ラ
」
が
販
売
す
る
、
地
場
産

の
小
麦
を
使
っ
た
「
ど
ぐ
う

ち
ゃ
ん
サ
ブ
レ
」
が
地
域
住

民
か
ら
人
気
を
集
め
て
い

る
。
オ
ー
ナ
ー
パ
テ
ィ
シ
エ

の
吉
野
大
輔
さ
ん
が
、
市
内

で
出
土
し
た
土
偶
を
モ
チ
ー

か
な
が
わ
の
「
農
業

機
械
展
示
予
約
会
」

や
農
業
ま
つ
り
で
の

展
示
・
販
売
が
中
止

に
な
っ
た
こ
と
か
ら

実
施
し
た
も
の
。
組

合
員
か
ら
は
「
じ
ば

さ
ん
ず
で
の
買
い
物

の
つ
い
で
に
寄
り
や

す
い
」
「
実
際
の
大

き
さ
な
ど
を
確
か
め

ら
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
好
評
を
得
た
。

会
場
に
は
、
ト
ラ

ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

神
奈
川
推
奨
型
式
の

各
種
農
業
機
械
を
展
示
。
女

性
や
高
齢
者
で
も
使
い
や
す

い
よ
う
、
ミ
ニ
耕
運
機
な
ど

の
小
型
農
業
機
械
も
数
多
く

用
意
し
た
。
農
業
機
械
に
関

す
る
相
談
会
も
開
き
、
組
合

員
の
疑
問
や
質
問
に
応
じ

た
。

本
所
で
展
示
会

農
機
セ
ン
タ
ー
は

月


日
か
ら

日
ま
で
の
３
日

間
、
本
所
で
農
業
機
械
の
展

示
会
と
相
談
会
を
開
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
Ｊ
Ａ
全
農

シ
ク
ラ
メ
ン
を
生
産
す
る
た

め
、
技
術
を
磨
い
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

北
村
さ
ん
は
「
買
っ
た
人

が
気
に
入
っ
て
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

状
態
を
観
察
し
て
、
施
肥
や

葉
組
み
を
行
う
な
ど
、
懸
命

に
作
業
を
進
め
て
き
た
。

届
け
た
。

今
年
４
月
に
就
農
し
た
堀

山
下
の
北
村
昌
史
さ
ん
は
、

初
め
て
の
出
荷
作
業
に
励
ん

だ
。
贈
答
用
と
し
て
需
要
が

高
い
６
号
鉢
を
中
心
に
、
赤

や
ピ
ン
ク
、
白
な
ど
色
と
り

ど
り
の
シ
ク
ラ
メ
ン

品
種

を
栽
培
。
じ
ば
さ
ん
ず
や
県

内
の
市
場
に
約
１
２
０
０
鉢

を
出
荷
し
た
。

北
村
さ
ん
は
就
農
前
に
藤

沢
市
の
花
園
で
シ
ク
ラ
メ
ン

な
ど
の
栽
培
技
術
を
学
ん
で

い
た
が
、
１
人
で
の
作
業
は

今
年
が
初
め
て
。
父
や
先
輩

農
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
小
ま
め
に
葉
の

市
内
で

月
上
旬
、
シ
ク

ラ
メ
ン
の
出
荷
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
。
農
家
は
丁
寧
に
作

業
を
進
め
、
丹
精
し
て
育
て

た
シ
ク
ラ
メ
ン
を
消
費
者
に

や
さ
い
部
会
い
ち
ご
部
は

日
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
チ
ゴ
を
初
出
荷
し

た
。
例
年
よ
り
２
週
間
ほ
ど
遅
れ
て

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、
品
質
は

上
々
。
イ
チ
ゴ
は
神
奈
川
青
果
㈱
秦

野
市
場
を
通
し
て
市
内
の
ス
ー
パ
ー

に
並
ぶ
他
、
じ
ば
さ
ん
ず
や
特
産
セ

ン
タ
ー
渋
沢
店
で
も
販
売
す
る
。

部
員
６
人
が
本
所
選
果
場
に
「
章

姫
」
２
３
５
パ
ッ
ク
（
１
パ
ッ
ク
２

８
０
㌘
入
り
）
を
持
ち
寄
り
、
検
査

員
を
務
め
る
部
員
が
品
質
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
。
５
月
末
ま
で
に
「
と
ち
お

と
め
」
や
「
よ
つ
ぼ
し
」
も
含
め
た

約
５
万
パ
ッ
ク
の
出
荷
を
見
込
ん
で

い
る
。

今
年
は
、
８
月
に
雨
が
少
な
か
っ

た
こ
と
や
高
温
障
害
の
発
生
な
ど
に

よ
り
、
苗
の
管
理
が
例
年
よ
り
難
し

い
年
と
な
っ
た
。
部
員
は
長
年
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で
適
切
な
管
理
を

進
め
、
品
質
の
良
い
イ
チ
ゴ
に
仕
上

げ
た
部
員
の
生
産
す
る
イ
チ
ゴ
は


毎
年
消
費
者
か
ら
「
味
が
濃
く
て
お

い
し
い
」
「
と
て
も
甘
く
て
み
ず
み

ず
し
い
」
と
人
気
を
集
め
て
い
る
。

小
泉
芳
雄
副
部
長
は
「
丹
精
し
て

育
て
た
秦
野
の
イ
チ
ゴ
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
部
員
同
士
で
協
力
し
て
、

今
後
も
共
選
共
販
の
体
制
を
続
け
て

い
く
」
と
意
気
込
む
。

市
内
で

月
上
旬
、
ミ
カ
ン
の
収

穫
作
業
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
果
樹

部
会
柑
橘
（
か
ん
き
つ
）
部
の
部
員

ら
は
、
消
費
者
に
秦
野
産
の
良
質
な

ミ
カ
ン
を
届
け
よ
う
と
、
収
穫
や
出

荷
の
作
業
に
汗
を
流
し
た
。部

長
の
尾

澤
英
太
郎
さ

ん
は
、
多
い

と
き
に
は
１

日
で
約
２
㌧

の
ミ
カ
ン
を

収
穫
。
約
２

㌶
の
果
樹
園

で
「
青
島
」

や
「
大
津
４

号
」
な
ど
ミ

カ
ン
５
品
種

の
他
、
ネ
ー

ブ
ル
オ
レ
ン

ジ
な
ど
を
栽

培
し
、
年
間

を
通
し
て
約


㌧
の
柑
橘

類
を
出
荷
し

て
い
る
。

尾
澤
さ
ん

は
、
柑
橘
農
家
の
３
代
目
。
果
樹
部

会
柑
橘
部
の
初
代
部
長
を
務
め
た
父

か
ら
園
を
受
け
継
ぎ
、
現
在
は
息
子

と
一
緒
に
良
質
な
柑
橘
類
を
作
り
続

け
て
い
る
。
３
、
４
年
前
か
ら
は
、

鹿
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
果
実
や
新
芽

の
食
害
が
激
増
。
被
害
を
食
い
止
め

る
た
め
、
今
年
は
園
の
一
部
に
初
め

て
電
気
柵
を
設
置
す
る
な
ど
、
対
策

を
強
化
し
て
い
る
。

今
年
は
収
穫
前
に
雨
が
少
な
く
日

照
量
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
味
が

濃
く
甘
い
ミ
カ
ン
に
仕
上
が
っ
て
い

る
。
部
員
が
生
産
し
た
ミ
カ
ン
は
、

Ｊ
Ａ
が
集
荷
し
て
県
内
や
青
森
県
の

市
場
に
出
荷
す
る
他
、
じ
ば
さ
ん
ず

や
特
産
セ
ン
タ
ー
渋
沢
店
な
ど
に
も

並
ん
で
い
る
。

尾
澤
さ
ん
は
「
味
の
良
い
も
の
を

作
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
地

元
の
ミ
カ
ン
を
食
べ
て
も
ら
え
る
こ

と
は
生
産
者
の
励
み
に
な
る
の
で
、

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。

じ
ば
さ
ん
ず
は
、
合
格
祈
願
の
祈

祷
（
き
と
う
）
を
し
た
秦
野
産
の
米

を
「
合
格
祈
願
米
」
と
し
て
毎
年
販

売
し
て
い
る
。
今
年
は
１
日
か
ら
販

売
を
ス
タ
ー
ト
。
受
験
生
を
応
援
す

る
と
と
も
に
、
幅
広
い
世
代
に
地
場

産
米
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

「
合
格
祈
願
米
」
は
、
２
０
１
２

年
か
ら
販
売
し
て
い
る
も
の
。
米
は

市
内
の
生
産
者
が
栽
培
し
た
「
は
る

み
」
で
、
学
問
の
神
様
で
あ
る
菅
原

道
真
公
を
祭
る
上
大
槻
の
菅
原
神
社

が
祈
祷
（
き
と
う
）
し
て
い
る
。
毎

年
人
気
を
集
め
購
入
者
か
ら
は｢

受

験
シ
ー
ズ
ン
を
元
気
に
乗
り
切
れ

た
」
「
志
望
校
に
合
格
で
き
た
」
と

好
評
だ
。


月

日
に
は
、
本
所
で
祈
祷
式

を
開
い
た
。
玄
米
２
㌧
を

用
意
し
、
同
神
社
の
宮
司

と
同
店
の
職
員
４
人
が
、

米
を
食
べ
る
受
験
生
の
健

康
や
試
験
合
格
を
祈
願
し

た
。店

頭
で
は
、
注
文
を
受

け
て
か
ら
そ
の
場
で
精
米

す
る
「
い
ま
ず
り
米
」
と

し
て
販
売
し
、
合
格
お
札

と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
セ
ッ

ト
に
し
て
い
る
。
販
売
価

格
は
、
５
㌔
２
５
０
０
円

（
税
込
み
）
、
３
㌔
１
５

６
０
円
（
同
）
。

ＪＡはだのは、料理レシピのコ

ミュニティーウェブサイト「クッ

クパッド」の公式アカウントを開

設した。女性部員が考案した、農

産物を使ったレシピや、地域で受

け継がれてきた料理の作り方を投

稿。秦野の特産物や、地域の伝統

料理を広く発信している。

ＪＡは、女性部員が作ったオリ

ジナルレシピなどを機関紙「ＪＡ

はだの」やホームページに掲載。

2008年には地域の人に秦野の伝統

料理を知ってもらおうと、女性部

と連携してレシピ本「伝えたい

はだのふるさと料理」を発行し、

地元の味の伝承

に力を入れてき

た。若い世代に

も気軽に秦野の

味を作ってもら

おうと「クック

パッド」にレシ

ピの掲載を始め

た。

レシピには、

秦野で生産され

ている農産物を

使用。特産のラ

ッカセイを使っ

た「昔ながらの

ピーナツみそ」

や、茶農家の女性部員が考えた「緑茶カステラ」

の他、季節の野菜を使った「切り干し大根の含め

煮」なども公開している。レシピは手順ごとに写

真を掲載し、初めて作る人にも分かりやすいよう

に工夫。女性部員からのアドバイスやお薦めのア

レンジ方法なども掲載している。

レシピは、「クックパッド」ウェブサイトや公

式アプリの他、検索サイトで「ＪＡはだの クッ

クパッド」と入力すると閲覧することができる。

の農産物を消費者に届けるとともに、

ＰＲも積極的に進めている。

本格的な冬の寒さが到来した。感染

症などに負けない健康な体づくりに

は、栄養価の高い旬の農産物がぴった

りだ。市内の農家は、ビタミンなど栄

養豊富な農産物を出荷して

いる。ＪＡは受験生の健康

を願った「合格祈願米」の

販売や、旬の食材を使った

レシピを発信。良質な秦野

ミ
カ
ン
を
収
穫
す
る
尾
澤
さ
ん

イチゴの品質をチェックする部員

ミカンミカン

今
年
は
味
濃
く

甘
い
仕
上
が
り

イ
チ
ゴ

イ
チ
ゴ

管
理
し
っ
か
り
質
上
々

栄
養
豊
富
農
産
物
や
料
理
で

合
格
米

合
格
米

受
験
生
を
応
援

Ｊ
Ａ
は
だ
の
の
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

地
元
レ
シ
ピ

全
国
に
発
信

受
験
生
の
健
康
や
合
格
を
祈
っ
た
祈
祷
式

末
広
町
の
―
横
溝

よ

こ

み

ぞ

初
代

は

つ

よ

さ
ん(

72)

№449
末
広
町
在
住
の
横
溝
初

代
さ
ん
。
市
内
で
生
ま
れ

育
ち
、
中
学
校
の
授
業
で

裁
縫
の
楽
し
さ
を
知
り
、

洋
裁
の
専
門
学
校
に
入
学

し
た
。
裁
縫
技
術
を
身
に

付
け
、
卒
業
後
に
結
婚
。

子
育
て
に
励
ん
で
い
た

頃
、
友
人
と
一
緒
に
始
め

た
家
庭
菜
園
で
農
作
業
の

楽
し
さ
を
実
感
し
、

歳

か
ら
本
格
的
に
花
や
野
菜

の
栽
培
を
始
め
た
。



仕
事
内
容
は
？

じ
ば
さ
ん
ず
に
手
芸
品

や
花
な
ど
を
出
荷
し
て
い

ま
す
。
花
は
珍
し
い
も
の

を
中
心
に
１
２
０
品
種
以

上
栽
培
し
、
今
は
花
を
使

っ
た
正
月
飾
り
を
夫
と
共

に
製
作
し
て
い
ま
す
。
手

芸
品
は
、
農
作
業
の
空
き

時
間
に
作
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
マ
ス
ク
を
作
る
よ

う
に
な
り
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
用
の
生
地
を
使
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
柄
が
楽
し
め

る
マ
ス
ク
を
作
っ
て
い
ま

す
。


こ
だ
わ
り
は
？

販
売
す
る
商
品
は
、
い

く
ら
時
間
や
手
間
が
か
か

っ
て
も
、
満
足
す
る
ま
で

絶
対
に
手
を
抜
か
な
い
こ

と
で
す
。
手
作
り
マ
ス
ク

は
、
ど
の
柄
の
マ
ス
ク
が

い
つ
売
れ
た
か
な
ど
を
ノ

ー
ト
に
ま
と
め
て
細
か
く

分
析
し
、
お
客
さ
ん
の
好

み
に
合
っ
た
商
品
を
提
供

で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。



や
り
が
い
は
？

私
が
作
っ
た
手
芸
品
や

花
の
フ
ァ
ン
の
方
が
い
る

こ
と
で
す
。
時
間
を
か
け

て
こ
だ
わ
っ
て
作
り
上
げ

た
商
品
を
買
っ
て
も
ら
え

る
と
と
て
も
う
れ
し
く


や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

わ
ざ
わ
ざ
遠
方
か
ら
買
い

に
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん

も
い
ま
す
。



今
後
は
？

自
分
の
好
き
な
こ
と
を

仕
事
に
で
き
て
い
る
の

で
、
今
が
と
て
も
幸
せ
で

充
実
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
楽
し
く
仕
事
が
で

き
る
よ
う
、
健
康
に
気
を

付
け
て
過
ご
し
て
い
き
た

い
で
す
。

好きなこと仕事に

書道の部 鈴木さん

美術の部 白川さん

市展で組合長賞授与
来年月まで本所に展示

写
真
の
部

小
柴
さ
ん

農
福
連
携
の
実
例
を
伝
え
た
研

修
会

秦
野
産
小
麦
を
使
用
し
た
「
ど
ぐ
う
ち
ゃ
ん
サ

ブ
レ
」

製
本
し
た
「
む
ぎ
ぶ
え
」
を
手

に
す
る
会
員

シ
ク
ラ
メ
ン
の
出
荷
に
励
む
北
村
さ
ん

冬
を
彩
る

シ
ク
ラ
メ
ン

初めての出荷作業 新 規
就農者

花で明るい気持ちに
青年部 プランターを配布

園
児
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
手
渡
す
山
口
委
員
長
㊧

大
小
農
機
ず
ら
り

農
機
セ
ン
タ
ー
前
で
開
い
た
展
示
会

Ｊ Ａ は だ の 年(令和２年)月日(土曜日) （）第号 総　合（）
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儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

＝
北
村
昇
（
鶴
巻
北
）
成
田

宏
和
（
鶴
巻
南
）
故
・
矢
野

守
男
（
落
合)

山
口
庄
平(

平

沢
）
小
川
誠
一
（
今
泉
）
高

橋
光
久
（
大
秦
町
）
関
野
昌

一
（
平
沢
）
栗
原
孝
夫
（
渋

沢
）
飯
塚
英
子
（
堀
川
）

◎
農
協
職
員
＝
高
梨
光
彰

（
㈱
協
同
コ
ン
サ
ル
ト
は
だ

の
業
務
部
長
）
久
保
寺
一
志

（
鶴
巻
支
店
長
）
北
村
和
宏

（
企
画
課
長)

北
原
慶
徳(

店

舗
販
売
課
は
だ
の
じ
ば
さ
ん

ず
店
長
）

Ｊ
Ａ
運
動
発
展
に

寄
与
し
て
受
章

Ｊ
Ａ
中
央
会
長
表
彰

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

月


日
、
本
所
で
「
県
農
協
中
央

会
長
表
彰
」
表
彰
式
を
開
い

た
。
Ｊ
Ａ
神
奈
川
県
中
央
会

が
、
Ｊ
Ａ
運
動
の
発
展
に
寄

与
し
た
組
合
員
や
役
職
員
な

ど
を
表
彰
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
だ
の
管
内
で
表
彰

さ
れ
た
人
は
次
の
通
り
。

◎
組
合
員
等
農
協
関
係
者

ロ
ア
ブ
ル
や
水
溶
剤
な
ど
は

「
ス
」
の
順
番
で
溶
か
し
ま

す
）
。
展
着
剤
も
農
薬
な
の

で
、
農
薬
登
録
の
あ
る
製
品

を
使
用
し
、
使
用
基
準
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。
ラ
ベ
ル
を

読
ん
で
薬
害
や
使
用
時
の
注

意
点
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。▼

薬
害
に
つ
い
て

展
着
剤
を
上
手
に
使
う
と

薬
剤
の
効
果
を
高
め
、
薬
液

の
量
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
条
件
に
よ
り
薬
害

が
助
長
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
特
に
幼
苗
時
、
高
温

時
、
多
種
の
薬
剤
を
混
用
す

る
時
、
乳
剤
と
乳
剤
を
混
用

す
る
時
な
ど
は
加
え
な
い
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
花
卉
は

薬
害
の
情
報
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
効
能
の
み
を
求
め

た
安
易
な
選
択
、
使
用
は
避

け
て
く
だ
さ
い
。
（
藤
平
）

な
く
、
電
気
的
な
力
を
持
た

せ
て
薬
液
を
均
一
に
溶
か
し

混
ぜ
る
よ
う
に
す
る
も
の

や
、
薬
液
を
植
物
体
の
表
面

や
昆
虫
の
表
皮
に
吸
着
さ
せ

る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

機
能
性
展
着
剤
と
呼
ば
れ
る

も
の
に
は
、
植
物
体
へ
の
浸

透
移
行
性
を
高
め
る
機
能
を

持
っ
た
製
品
も
あ
り
ま
す
。

構
造
式
に
ケ
イ
素
を
含
む
成

分
に
よ
っ
て
、
濡
れ
性
を
良

く
し
て
い
る
製
品
も
あ
り
ま

す
。▼

使
い
方
と
注
意

「
テ
ニ
ス
」
の
順
で
調
整

し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
容

器
に
所
定
量
の
水
を
満
た
し

た
後
「
テ
」
展
着
剤
を
溶
か

し
ま
す
。
乳
剤
を
混
用
す
る

場
合
は
次
に
「
ニ
」
乳
剤
を

溶
か
し
、
水
和
剤
を
混
用
す

る
場
合
は
そ
の
次
に
「
ス
」

水
和
剤
を
溶
か
し
ま
す
（
フ

減
ら
す
た
め
な
ど
の
目
的
で

展
着
剤
を
加
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
展
着
剤
の
原
理

展
着
剤
の
主
成
分
は
界
面

活
性
剤
で
す
。
植
物
体
の
表

面
や
昆
虫
の
表
皮
は
ク
チ
ク

ラ
層
で
覆
わ
れ
て
い
た
り
、

微
細
な
毛
で
覆
わ
れ
て
い
た

り
し
て
、
水
を
弾
く
（
濡
れ

に
く
い
）
性
質
が
あ
り
ま

す
。
散
布
さ
れ
た
薬
液
は
表

面
張
力
で
水
滴
と
な
り
、
大

部
分
が
流
れ
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
が
、
展
着
剤
を
加
え
る

と
表
面
張
力
が
小
さ
く
な

り
、
薬
液
が
弾
か
れ
に
く
く

（
濡
れ
や
す
く
）
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
薬
液
が
付

着
し
や
す
く
な
り
量
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
主
な
展
着
剤
の
種
類

界
面
活
性
剤
に
は
表
面
張

力
を
小
さ
く
す
る
だ
け
で
は

花
卉(

か
き)

栽
培

に
お
け
る
展
着
剤

の
使
用
に
つ
い
て

農
薬
を
散
布
す
る
際
、
薬

液
の
付
着
や
広
が
り
を
良
く

す
る
た
め
や
、
薬
液
の
量
を

ド
ウ
が
生
産
で
き
る
よ
う
に

管
理
を
し
っ
か
り
進
め
た

い｣
と
意
気
込
み
を
話
し
た


な
ど
、
ブ
ド
ウ
の
木
の
性
質

を
解
説
。
枝
の
先
端
ま
で
養

分
を
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
、

幹
の
近
く
に
は
大
き
な
枝
を

残
さ
な
い
よ
う
に
剪
定
す
る

こ
と
を
指
導
し
た
。

井
上
一
志
部
長
は
「
ブ
ド

ウ
は
木
全
体
の
大
き
さ
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
な
の
で
、
実
演
し
な

が
ら
説
明
し
て
く
れ
て
分
か

り
や
す
か
っ
た
。
良
質
な
ブ

果
樹
部
会
ぶ
ど
う
部
は
９

日
、
鶴
巻
の
果
樹
園
で
剪
定

（
せ
ん
て
い
）
講
習
会
を
開

い
た
適
切
な
剪
定
を
行
い


良
質
な
ブ
ド
ウ
を
生
産
す
る

こ
と
が
目
的
。
部
員
の
他
、

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
営

農
課
の
職
員
合
わ
せ
て

人

が
参
加
し
た
。

セ
ン
タ
ー
職
員
は
、
幹
に

近
い
枝
や
、
芽
の
数
が
多
い

側
枝
が
成
長
し
や
す
い
こ
と

口
啓
三
（
堀
西
）
◎
佳
良
賞

＝
田
中
和
幸
（
上
大
槻
）

◇

や
さ
い
部
会
い
ち
ご
部
は

９
日
、
市
内
圃
場
を
巡
回
し

て
立
毛
共
進
会
を
開
い
た
。

審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

◎
優
秀
賞
＝
北
村
彰
（
堀

山
下
）
須
藤
操
（
菖
蒲
）
村

上
幸
雄
（
堀
山
下
）

◇

神
奈
川
県
い
ち
ご
品
評
会

が

、

の
両
日
、
県
内
圃

場
を
巡
回
し
て
開
か
れ
た
。

審
査
の
結
果
は
次
の
通
り
。

◎
特
選
・
神
奈
川
県
農
業

会
議
会
長
賞
＝
北
村
彰
（
堀

山
下
）
◎
特
選
・
神
奈
川
県

い
ち
ご
連
会
長
賞
＝
須
藤
操

（
菖
蒲
）
村
上
幸
雄
（
堀
山

下
）

昭
治
（
堀
山
下
）

【
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
の
部
】

◎
優
秀
賞
＝
田
中
和
幸
・

キ
ャ
ベ
ツ
（
上
大
槻
）
◎
優

良
賞
＝
小
清
水
伸
一
・
キ
ャ

ベ
ツ
（
下
大
槻
）
◎
佳
良
賞

＝
高
橋
昭
治･

キ
ャ
ベ
ツ(

堀

山
下
）

【
長
ネ
ギ
の
部
】

◎
優
秀
賞
＝
髙
橋
太
一

（
下
大
槻
）
◎
優
良
賞
＝
山

受
賞
お
め
で
と
う
！

日
頃
の
成
果
を
発
揮

や
さ
い
部
会
露
地
部
は


月

日
、
市
内
圃
場
（
ほ
じ

ょ
う
）
を
巡
回
し
て
立
毛
共

進
会
を
開
い
た
。
審
査
の
結

果
は
次
の
通
り
。

【
ダ
イ
コ
ン
の
部
】

◎
優
秀
賞
＝
古
藤
登
（
曽

屋
）
◎
優
良
賞
＝
横
尾
良
男

（
曽
屋
）
◎
佳
良
賞
＝
高
橋

業
振
興
に
尽
力
し
て
も
ら
え

て
あ
り
が
た
い
。
今
後
も
継

続
し
て
市
民
に
地
産
地
消
を

呼
び
掛
け
て
い
く
の
で
、
良

質
な
農
産
物
を
作
り
続
け
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。


月
か
ら
開
始
す
る
予
定
の

中
学
校
給
食
に
、
地
場
産
農

産
物
を
安
定
供
給
す
る
た
め

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
高

橋
市
長
と
意
見
を
交
わ
し

た
。高

橋
市
長
は
「
秦
野
の
農

施
設
部
の
古
谷
昇
副
部
長

ら
４
人
が
贈
っ
た
の
は
、
ト

マ
ト
４
㌔
と
キ
ュ
ウ
リ
５
㌔

の
他
、
部
員
が
生
産
し
た
ト

マ
ト
で
作
っ
た
ト
マ
ト
ジ
ュ

ー
ス
５
本
（
１
本
１
８
０
㍉

㍑
入
り
）
。
部
員
は
、
来
年

系
品
種
「
丹
沢
レ
ッ
ド
」
２

㌜
（
１
㌜

個
入
り
）
を
贈

呈
。
今
年
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
の
収
量
や
品
質
を
高
橋
市

長
に
報
告
し
た
他
、
市
場
で

の
販
売
価
格
の
推
移
な
ど
を

説
明
し
た
。

系
品
種
「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」
２

㌜
（
１
㌜

個
入
り
）
と
赤

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
は
、

恩
蔵
和
男
部
長
ら
３
人
が
緑

を
入
れ
た
ら
、
火
に
か
け
る

だ
け
で
完
成
。

定
価
１
５
４
０
円
（
税
込

み
）香

り
豊
か
な

茶
葉
で
お
い
し
い

至
福
の
ス
イ
ー
ツ

坂
田
阿
希
子

著

飯
塚
有
紀
子

著

小
堀
紀
代
美

著

ム
ラ
ヨ
シ
マ
サ
ユ
キ

著

人
気
の
菓
子
研
究
家
４
人

に
よ
る
、
紅
茶
・
日
本
茶
・

ほ
う
じ
茶
・
中
国
茶
の
個
性

と
香
り
を
生
か
し
た
お
菓

子
。
絶
妙
な
素
材
の
組
み
合

わ
せ
と
風
味
を
生
か
す
茶
葉

の
使
い
方
は
プ
ロ
な
ら
で

は
。
飲
む
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

茶
葉
の
魅
力
に
出
会
え
る
！

定
価
１
６
５
０
円
（
税
込

み
）

は
じ
め
て
で
も

お
い
し
く
作
れ
る

リ
ゾ
ッ
ト･

ピ
ラ
フ･

パ

エ

リ

ア

上
田
淳
子

著

テ
フ
ロ
ン
の
フ
ラ
イ
パ
ン

一
つ
で
洋
風
ご
は
ん
が
簡
単

に
家
庭
で
作
れ
る
。
だ
し
や

市
販
の
ス
ー
プ
の
も
と
は
不

要
。
米
と
具
材
を
炒
め
て
水

器
具
を
使
っ
て
水
分
量
や
容

積
重
を
測
り
、
等
級
を
付
け

た
。検

査
し
た
ソ
バ
は
、
Ｊ
Ａ

を
通
じ
て
市
内
の
そ
ば
店
に

供
給
す
る
他
、
生
産
者
が
製

粉
し
て
じ
ば
さ
ん
ず
な
ど
に

出
荷
す
る
。

え
、

袋
多
い
１
０
５
袋
を

検
査
し
た
。

検
査
員
を
務
め
る
営
農
課

の
職
員
が
、
農
家
の
持
ち
寄

っ
た
ソ
バ
を
１
袋
ず
つ
開
封

し
て
チ
ェ
ッ
ク
。
ふ
る
い
に

通
し
て
粒
の
大
き
さ
や
異
種

穀
粒
の
混
入
を
調
べ
た
他
、

検
査
を
実
施
し
た
。
今
年
は

生
育
時
期
の
日
照
量
が
多

く
、
台
風
な
ど
に
よ
る
倒
伏

も
な
か
っ
た
た
め
、
品
質
は

上
々
。
収
量
も
昨
年
よ
り
増

Ｊ
Ａ
は
だ
の
は

月


日
、

月
１
日
、
８
日
の
３

日
間
、
本
所
な
ど
で
２
０
２

０
年
産
普
通
ソ
バ
の
農
産
物

（
羽
根
）

▽
上
地
区
＝
井
上
君
子

（
三
廻
部
）

※
自
己
申
告
で
す
の
で
、

該
当
の
方
は
誕
生
月
の
前
月

末
ま
で
に
各
支
所
・
支
店
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

矢
名
）

▽
南
地
区
＝
髙

博
（
平

沢
）▽

北
地
区
＝
小
山
田
兵
三

（
三
屋
）
山
口
キ
ク(

戸
川)


歳(

喜
寿)

▽
大
根
地
区
＝
久
保
寺
保

美
（
鶴
巻
南
）

▽
本
町
地
区
＝
野
木
兼
男

（
曽
屋
）

▽
北
地
区
＝
町
田
久
江

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

長
寿
者
に
記
念
品
贈
呈

い
き
い
き
ラ
イ
フ
支
援
事
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
末
永
く
お
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。


歳(

白
寿)

▽
北
地
区
＝
山
口
初
江

（
横
野
）


歳(

米
寿)

▽
大
根
地
区
＝
金
井
ケ
ウ

（
鶴
巻
南)

原
田
由
紀
子(

北

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

儴儰儰儰

儴
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

て
▽
育
児
・
介
護
休
業
等
取

扱
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

▽
延
滞
債
権
等
の
処
理
方

針
に
つ
い
て


月

日
に
理
事
会
を
開

催
し
、
次
の
こ
と
を
審
議
し

ま
し
た
。

▽
２
０
２
１
年
度
事

業

計
画
方
針
書
（
案
）
に
つ
い

職
員
人
事

か
っ
こ
内
は
旧
部
署
。

◎

月
１
日
付
人
事
異
動

◇
本
町
支
所

三
橋
ち
は
る
（
本
町
支
所

・
育
児
休
業
復
帰
）

ＪＡはだのの年末年始の一般業務は、年内は12月30日（水）

午後５時まで、新年は１月４日（月）午前８時30分からです。

それ以外の業務は次の通りです。

金融関係▶ＡＴＭ＝通常通り稼働（秦野駅前・特産センター渋

沢店は午前９時から午後９時）。上支所は31日(木)

から３日（日）まで休止。

キャッシュカードなどの紛失・盗難

▶キャッシュカード・通帳＝31日（木）から３日(日)

までは、ＪＡバンク神奈川盗難・紛失受付専用ダイ

ヤルへ。☎0120－50－9674

▶ＪＡカード＝三菱ＵＦＪニコス㈱ＮＩＣＯＳ盗難・

紛失専用ダイヤルへ。☎0120－15－9674

共済関係▶自動車事故＝31日（木）から３日（日）までは、24

時間受付のフリーダイヤルへ。☎0120－258－931

経済関係▶東・西給油所＝年末は31日（木）まで、年始は４日

（月）から営業。ただし31日（木）の営業時間は午

前８時から午後６時まで。

▶指定給油所（神奈川石油㈱直営店）＝セルフＲ246

ハタノ（名古木）、セルフ片岡（平塚市片岡）、セ

ルフ中井（中井町井ノ口）：通常営業（24時間営

業）。

▶プロパンガス＝年末は30日（水）まで、年始は４日

（月）から営業。31日（木）から３日（日）まで

は、24時間対応のＪＡ－ＬＰガス集中監視センター

フリーダイヤルへ。☎0120－182－571

▶灯油の配送＝年末年始の配送については、最寄りの

支所・支店までお問い合わせください。

▶重油の配送＝小型配送：日（水）までの受注分

は、６日（水）以降に配送。大型配送：日（月）

午前９時分までの受注分は、５日（火）に配送。

日（火）、日（水）の受注分は、６日（水）以

降に配送します。詳しくは経済課まで。☎81－7717

▶ＪＡグリーンはだの・農機センター＝年末は30日

（水）まで、年始は４日（月）から営業。

▶施設暖房用機械故障の対応＝ネポンサービスセンタ

ーへ。☎046－247－3195

葬祭関係▶セレモニーホールはだの＝年末は31日（木）午後５

時まで、年始は４日（月）から営業。31日（木）午

後５時から３日（日）までは、フリーダイヤルへ。

☎0120－34－7474 ３日（日）の通夜対応可。

営農関係▶東支所もみすり機能付き自動精米機＝年末は31日

（木）午後６時まで、年始は４日（月）午前８時か

ら稼働。

▶本所・大根支所・北支所の自動精米機＝24時間365

日稼働（もみすり機能はありません）。

店舗関係▶じばさんず＝年末は31日（木）まで、年始は４日

（月）から営業。ただし31日（木）の営業時間は午

前９時から午後３時まで。

▶特産センター渋沢店＝年末は31日（木）まで、年始

は４日（月）から営業。ただし31日（木）の営業時

間は午前９時から午後４時30分まで。

はだの都市農業支援センター＝年末は28日（月）まで、年始は

４日（月）から営業。

㈱協同コンサルトはだの＝年末は26日（土）まで、年始は７日

（木）から営業。

果
樹
部
会
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
部
と
や
さ
い
部
会
施
設

部
は
２
日
、
高
橋
昌
和
市
長
に
農
産
物
を
贈
呈
し
た
。

日
頃
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
を
伝
え
た
後
、
市
民
へ
の

Ｐ
Ｒ
と
継
続
的
な
協
力
を
要
請
し
た
。

ＪＡグリーンはだのは１月日

（土）～日（日）、生産資材を３

％引きで販売します（種子と一部の

商品を除く）。お得なこの機会をぜ

ひご利用ください。

お問い合わせはＪＡグリーンはだ

のまで。☎－7719

※
選
者
に
よ
る
添
削
あ
り

〈
俳
句
〉
（
酒
井

敏
光

選
）

藍
染
の
さ
し
こ
も
混
じ
る
焚
火
の
輪

菊
池
と
し
え
（
菩

提
）

年
の
瀬
や
娘
の
嫁
居
も
似
た
生
活

志
賀

明
子
（
千

村
）

ご
無
沙
汰
の
便
り
や
佐
渡
が
島
の
柿

芦
川

松
江
（
八

沢
）

古
郷
の
山
川
師
走
の
風
を
呑
む石

原

松
枝
（
渋

沢
）

風
師
走
ざ
わ
め
く
街
の
音
に
紛
れ

柴
崎

和
子
（
渋

沢
）

野
仏
に
師
走
の
日
差
し
た
っ
ぷ
り
と

高
橋

順
子
（
大
秦
町
）

大
年
や
三
密
の
綱
し
っ
か
と
引
く

柳
川
み
ち
子
（
栄

町
）

筋
書
を
変
え
て
行
き
つ
く
大
晦
日

佐
藤
英
美
子
（
南
矢
名
）

大
年
へ
日
の
早
走
る
や
露
店
の
灯

森
高

由
子
（
渋

沢
）

山
茶
花
や
散
り
際
に
し
て
透
き
通
る

高
島
美
和
子
（
名
古
木
）

往
く
人
の
シ
ャ
メ
に
納
ま
る
柿
簾

吉
田

清
美
（
渋

沢
）

貧
な
り
に
月
日
の
過
ぎ
て
行
き
師
走

選
者

〈
短
歌
〉
（
久
保
寺

富
男

選
）

取
り
込
み
し
タ
オ
ル
に
す
が
る
冬
の
蜂

動
き
の
ろ
け
れ
ば
庭
に
放
ち
ぬ八

木

実
（
鶴
巻
北
）

評

小
さ
な
命
へ
の
憐
み
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
人
間
の
命
も
虫
の
命
も
そ
の
重
さ
は
同

じ
で
あ
る
。
結
句
に
作
者
の
や
さ
し
さ
が
に

じ
む
。

ハ
イ
カ
ー
に
手
籠
の
み
か
ん
手
渡
せ
ば

一
期
一
会
の
笑
み
返
し
く
る
る細

田

富
士
（
千

村
）

陽
を
受
け
る
実
の
な
る
木
々
が
色
づ
き
て

食
す
る
日
を
指
折
り
て
待
つ

石
田
こ
ず
ゑ
（
水
神
町
）

花
柄
の
マ
ス
ク
ぷ
か
ぷ
か
友
と
の

会
話
弾
む
師
走
の
畑
に

今
井

か
め
（
羽

根
）

絡
み
つ
く
支
え
ほ
し
い
と
ツ
ル
エ
ン
ド
ウ

初
冬
の
午
後
は
竹
垣
つ
く
り

伊
東

久
（
渋

沢
）

淡
き
陽
の
土
に
し
む
日
よ
音
も
な
く

枇
杷
の
花
散
る
妻
の
奥
津
城

選
者

税務相談日 １月日（火）
午前９時分～

法務相談日 １月日（木）
午後１時分～

場所 本町支所
予約制ですので、事前にお電話にてご予約をお願い
します。受け付け順に相談時間が決まります。

受け付け・ご予約は㈱協同コンサルトはだの

☎－

年末年始業務のお知らせ年末年始業務のお知らせ

市長にキウイと野菜贈る市長にキウイと野菜贈る
支
援
に
感
謝
Ｐ
Ｒ
も
要
請

高橋市長（左から２番目）にキウイフルーツを贈呈する部員

部員から野菜とトマトジュースを受け取る高橋市長（中央）

ＪＡグリーンは農家を応援しますＪＡグリーンは農家を応援します

生産資材を３％オフ
１月日(土)～日(日)

適
切
な
剪
定
法
学
ぶ

実
演
交
え
て
講
習
会

今年のソバも
自慢の品質

念入りに検査

良質なブドウ作ろう

セ
ン
タ
ー
職
員
㊨
か
ら
剪
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
習

ソバの品質をチェックする
農家㊧と検査員

Ｊ Ａ は だ のＪ Ａ は だ の 地域･情報 第号 第号 営　農（） 年(令和２年)月日(土曜日) 年(令和２年)月日(土曜日) （）
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本
を
学
ぶ
「
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

コ
ー
ス
」
、
農
産
加
工
品
の

製
造
・
販
売
を
学
ぶ
「
農
産

加
工
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
」
の

３
コ
ー
ス
か
ら
選
択
で
き
ま

す
新
規
就
農
コ
ー
ス
は
２

月
３
日(

水)

と
６
日(

土)

に

説
明
会
を
開
催
し
、
当
日
に

申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
事

前
に
電
話
で
申
し
込
み
の

上
、
ど
ち
ら
か
に
必
ず
ご
出

席
く
だ
さ
い


基
礎
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス
と

農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー
コ
ー
ス

は
、
１
月
６
日
（
水
）
か
ら

電
話
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し

込
み
は
、
は
だ
の
都
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。
☎


－
７
８
０
０

市
民
農
業
塾
の

受
講
生
を
募
集

農
業
の
担
い
手
づ
く
り
の

場
と
し
て
令
和
３
年
度｢

は

だ
の
市
民
農
業
塾
」
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
新
た
に

農
業
参
入
を
目
指
す
「
新
規

就
農
コ
ー
ス
」
、
農
業
の
基

２
０
０
円
（
税
込
み
）

お
問
い
合
わ
せ
は
鶴
巻
支

店
ま
で
。
☎

―
０
８
４
０

◇
本
町
支
所
貸
金
庫

◎
利
用
時
間

午
前
８
時


分
～
午
後
９
時
（
平
日
・

休
日
と
も
）

◎
年
間
利
用
料

１
万
９

８
０
０
円
（
税
込
み
・
組
合

員
価
格
）
、
２
万
３
７
６
０

円
（
税
込
み
・
員
外
価
格
）

お
問
い
合
わ
せ
は
本
町
支

所
ま
で
。
☎

―
０
０
１
９

鶴
巻
支
店･

本
町
支
所

の
貸
金
庫
の
利
用
を

鶴
巻
支
店･

本
町
支
所
で

は

貸
金
庫
の
利
用
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
貯
金
証
書･

権
利
証･

貴
金
属
な
ど
大
切

な
財
産
を
お
守
り
し
ま
す


◇
鶴
巻
支
店
貸
金
庫

◎
利
用
時
間

午
前
８
時


分
～
午
後
４
時
（
平
日
の

み
）◎

年
間
利
用
料

１
万
３

生
産
緑
地
地
区
の
取
得

あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て

生
産
緑
地
法
第

条
に
基

づ
き
、
秦
野
市
か
ら
左
表
の

土
地
に
つ
い
て
生
産
緑
地
の

あ
っ
せ
ん
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
農
業
に
従
事
さ
れ
る
方

で
、
生
産
緑
地
と
し
て
取
得

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
農

業
委
員
会
事
務
局
農
地
利
用

担
当
へ
ご
連
絡
を
。
☎

－

９
６
５
４

さ
ん
ず
ま
で
。
☎

－
７
７

０
７東

給
油
所
ス
タ
ッ
フ
募
集

東
給
油
所
の
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
働
き
や

す
い
職
場
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
業
務
内
容

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
給
油
業
務
な
ど

◎
資
格

危
険
物
取
扱
者

乙
種
第
４
類
が
必
須
（
資
格

手
当
あ
り
）

◎
時
給

１
０
１
５
円
～

◎
時
間

午
前
７
時

分

～
午
後
１
時

◎
待
遇

作
業
服
貸
与
・

交
通
費
規
程
支
給
・
賞
与
制

度
あ
り
（
年
２
回
、
継
続
１

年
未
満
は
不
支
給
）

お
問
い
合
わ
せ
は
東
支
所

ま
で
。
☎

－
２
５
４
９

９
４じ

ば

さ

ん

ず･

特

産

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
募
集

じ
ば
さ
ん
ず
と
特
産
セ
ン

タ
ー
渋
沢
店
で
は
、
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
働
き
や

す
い
職
場
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
業
務
内
容

レ
ジ
お
よ

び
品
出
し
な
ど

◎
時
給

１
０
１
５
円
～

◎
時
間

じ
ば
さ
ん
ず
＝

午
前
８
時
～
午
後
７
時
、
特

産
セ
ン
タ
ー
渋
沢
店
＝
午
前

８
時

分
～
午
後
８
時

分

※
時
間
内
で
シ
フ
ト
制

◎
待
遇

社
会
保
険
完
備

・
交
通
費
規
定
支
給
・
車
通

勤
可
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
じ
ば

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◎
日
時

１
月

日(

水)

午
前

時
～
午
後
４
時

相
談
の
お
申
し
込
み
・
お

問
い
合
わ
せ
は
生
活
福
祉
課

ま
で
。
☎

－
７
６
６
１

全

農

か

な

が

わ

の

農
機
展
示
予
約
会
中
止

２
月
上
旬
に
Ｊ
Ａ
全
農
か

な
が
わ
（
平
塚
市
田
村
）
で

開
催
予
定
だ
っ
た
「
農
業
機

械
展
示
予
約
会
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
農
機
セ

ン
タ
ー
ま
で
。
☎

－
８
３

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の

１
月

日
臨
時
休
業

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
は
だ
の

は
、
店
舗
レ
ジ
の
シ
ス
テ
ム

更
新
の
た
め
、
１
月

日

（
火
）
に
臨
時
休
業
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
は
だ
の
ま
で
。
☎


－
７
７
１
９

加
工
相
談
会
を
開
催

農
産
加
工
品
に
つ
い
て
、

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ

Ａ
の
職
員
が
市
内
を
巡
回

し
、
相
談
を
お
受
け
し
ま

う
な
顔
が
見
ら
れ
て
良
か
っ

た
。
ま
た
直
接
会
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
、
今
後
も
交
流

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

こ
と
を
報
告
。
同
会
の
活
動

に
つ
い
て
も
報
告
を
受
け
、

意
見
を
交
わ
し
た
。

熊
澤
部
長
は
「
Ｊ
Ａ
は
が

野
女
性
会
の
方
々
の
元
気
そ

親
睦
を
深
め
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

会
や
江
ノ
島
散
策
な
ど
を
開

催
し
て
き
た
が
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
交
流
会
を
中
止
し

た
。両

組
織
は
「
直
接
会
う
こ

と
は
難
し
い
が
、
今
年
も
交

流
し
た
い
」
と
考
え
、
ウ
ェ

ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す

る
こ
と
を
決
め

た
。同

部
は
、
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド

制
度
の
導
入
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
手

拭
い
の
製
作
の

他
、
廃
油
せ
っ

け
ん
作
り
な

ど
、
国
連
の
定

め
た
持
続
可
能

な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
関
わ
る
活
動

に
取
り
組
ん
だ

に
交
流
を
ス
タ
ー
ト
し
、
１

年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
県
で

女
性
部
は

月

日
、
姉

妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
栃
木

県
の
Ｊ
Ａ
は
が
野
女
性
会
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

遠
隔
交
流
し
た
。
熊
澤
淳
子

部
長
と
桐
山
容
子
副
部
長
が

参
加
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
互

い
の
活
動
状
況
な
ど
を
報
告

し
合
っ
た
。

同
会
と
は
、
２
０
０
７
年

上支部

さ
っ
と
カ
ブ
リ
ー

ナ
作
り

上
支
部
の
部
員


人
は

日
、
上
支
所

で
「
さ
っ
と
カ
ブ
リ
ー
ナ
」

を
作
っ
た
。
女
性
部
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
手
拭
い
を
持
ち
寄
っ

て
、
手
縫
い
で
仕
上
げ
た
。

参
加
者
は
、
作
り
方
に
詳

し
い
部
員
の
指

導
を
受
け
な
が

ら
丁
寧
に
縫
い

合
わ
せ
、
皆
で

そ
ろ
い
の
「
さ

っ
と
カ
ブ
リ
ー

ナ
」
を
完
成
さ

せ
た
。

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

せ
植
え
を
体
験
し
た
。

部
員
は
、
園
を
管
理
す
る

草
山
邦
彦
さ
ん
か
ら
株
を
植

え
る
深
さ
な
ど
を
教
わ
り
な

が
ら
、
ハ
ボ
タ
ン
や
ビ
オ
ラ

な
ど
か
ら
好
み
の
花
苗
を
選

び
、
寄
せ
植
え
を
完
成
さ
せ

た
。

本町支部

花
の
寄
せ
植
え
体

験
本
町
支
部
の
部
員


人
は

月

日
、

草
山
花
園
で
花
の
寄

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

「
津
久
井
在
来
」
を
使
用
。

参
加
者

人
が
６
班
に
分
か

れ
て
行
い
作
業
し
て
い
く


部
員
は
、
地
場
産
の
米
を

使
っ
て
、
発
酵
温
度
の
調
整

に
気
を
付
け
な
が
ら
２
日
間

か
け
て
こ
う
じ
を
作
っ
た
。

３
日
目
に
は
軟
ら
か
く
煮
た

大
豆
と
塩
、
米
こ
う
じ
を
む

ら
が
な
い
よ
う
よ
く
混
ぜ
合

わ
せ
た
。
そ
の
後
、
機
械
で

ペ
ー
ス
ト
状
に
し
、
専
用
の

容
器
に

㌔
ず
つ
詰
め
た
。

み
そ
は
自
宅
で
熟
成
さ
せ

て
、
来
年
の

月
ご
ろ
か
ら

味
わ
え
る
よ
う
に
な
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
作

業
経
験
の
少
な
い
部
員
も
多

く
参
加
し
て
い
る
人
気
の
企

画
。
今
後
も
地
産
地
消
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
く
。

給
率
向
上
！

大
豆
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
最
終
工
程
に
入

っ
た
。
み
そ
造
り
に
は
、
部

員
が

月
に
収
穫
し
た
大
豆

女
性
部
は

日
か
ら
、
本

所
で
み
そ
造
り
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
種
ま
き
か
ら
収
穫
、

加
工
ま
で
を
体
験
す
る
「
自

部
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意

見
は
、
本
・
支
部
役
員
会
で

検
討
し
、
今
後
の
活
動
に
生

か
し
て
い
く
。

た
」
「
若
い
世
代
に
加
入
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を

増
や
し
て
い
く
べ
き｣

な
ど


多
く
の
意
見
が
上
が
っ
た
。

い
て
も
検
討
し
た
。

出
席
し
た
部
員
か
ら
は

「
ご
み
処
理
に
関
わ
る
支
部

活
動
は
と
て
も
勉
強
に
な
っ

し
て
き
た
。

部
員
は
、
生
活
文
化
活
動

や
健
康
福
祉
活
動
な
ど
の
実

施
状
況
を
確
認
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
た
中
で
の
活
動
内
容

を
振
り
返
っ
た
。
ま
た
、
２

０
２
１
年
度
の
活
動
計
画
や

女
性
総
代
の
選
出
な
ど
に
つ

座
談
会
は
、
部
が
抱
え
る

課
題
を
議
論
し
、
新
た
な
取

り
組
み
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ

ア
を
生
み
出
す
場
と
し
て
も

機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
も
支
部
活
動
の
充
実
や
役

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
な
ど
、

座
談
会
で
出
た
意
見
を
反
映

ー
講
習
会
」
を
開
い
た
。
部

員
９
人
が
参
加
し
、
認
知
症

へ
の
理
解
を
深
め
た
。

講
習
会
は
、
社
会
福
祉
法

人
む
つ
み
福
祉
会
の
職
員
が

講
師
を
務
め
た
。
部
員
は
、

認
知
症
の
予
防
方
法
や
、
認

知
症
の
人
へ
の
接
し
方
な
ど

を
学
ん
だ
。

大根支部

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
講
習
会

大
根
支
部
は

月


日
、
大
根
支
所
で

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

し
た
。

部
員
は
、
参
加
者
に
ふ
る

さ
と
料
理
教
室
で
作
る
太
巻

き
ず
し
を
提
供
。
そ
の
他
、

目
的
別
趣
味
グ
ル
ー
プ
「
お

針
子
会
」
や
「
西
秦
野
絵
手

紙
の
会
」
の
展
示
作
品
を
紹

介
し
て
作
り
方
な
ど
を
説
明

し
、
交
流
を
深
め
た
。

西支部

お
茶
飲
み
会

西
支
部
は

月


日
、
西
支
所
で
地
域

の
女
性
を
対
象
に
し

た
「
お
茶
飲
み
会
」
を
開
催

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

女
性
部
は

月
上
旬
の
５
日
間
、
市
内

会
場
で
座
談
会
を
開
い
た
。
部
の
さ
ら

な
る
活
性
化
に
向
け
て
、
部
員
の
声
を
活
動
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
２
年
に
１
回
開
い

て
い
る
も
の
。
部
員
１
６
９
人
が
出
席
し
、
支
部
役
員
と
共
に
今
年
の
活
動
を
振
り

返
っ
た
他
、
次
年
度
以
降
の
課
題
や
運
営
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
わ
し
た
。

７日（木） ９：15～本部役員清掃活動

〃 10：00～本部役員会

12日（火） 13：00～大豆プロジェクトみそ造り（14

日まで）

14日（木） ９：30～支部役員会（大根・本町・西）

〃 13：30～支部役員会（北）

15日（金） ９：30～支部役員会（南）

〃 13：30～支部役員会（東・上）

日（火） ：～南支部「イチゴ狩り」

20日（水） 13：00～ＪＡ全国女性大会(ウェブ開催)

〃 13：00～大豆プロジェクトみそ造り（22

日まで）

26日（火） 13：00～大豆プロジェクトみそ造り（28

日まで）

28日（木） 10：00～大根支部「スマホ教室」

※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変

更になる場合があります。お問い合わせは生活福祉課

まで。☎－7661

１月の女性部行事予定表１月の女性部行事予定表

私
た
ち
「
峠
生
活
班
」
は
、
渋
沢
の
峠
地
区
に
あ

り
ま
す
。
峠
地
区
で
は
、
１
９
７
６
年
か
ら
特
産
品

と
し
て
販
売
し
て
い
る
「
峠
漬
」
を

年
以
上
に
わ

た
り
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
一
度
解
散
。
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
孫
や
嫁

世
代
の
私
た
ち
「
峠
屋
―
１
９
７
６
―
」
で
す
。

峠
生
活
班
の
全
員
が
参
加
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど

の
メ
ン
バ
ー
が
、
仕
事
を
し
な
が
ら
峠
屋
と
し
て
も

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
の

時
期
は
、
秋
冬
限
定
の

｢

ど
ん
ぐ
り
漬｣｢

峠
の
お

新
香｣

が
お
薦
め
で
す
！

軌
道
に
乗
る
ま
で
は
、

ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
が
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
伝
統
の
味
を
守

り
、
新
し
い
こ
と
に
も
挑

戦
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
支
部
峠
生
活
班

班
長

石
原

い

し

は

ら

恵
理
子

え

り

こ

さ
ん

生産品目
ケールやハク

サイ、ダイコン

など年間約品目

出荷しているケールは、種

をまく時期をずらして年間を

通して栽培できるように心掛

けています。ゆでてサラダに

したり、野菜炒めにしたりし

て食べるのがお薦めです。珍

しい品種を数多く栽培し、赤

いダイコンやオレンジ色のハ

クサイなども出荷しているの

で、ぜひ手に取ってみてくだ

さい。

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

儴儰儰儰儰儰儰儰儰儰

儴
儰
儰
儰

年末は日（木）午後３時ま

で、年始は４日（月）から営業

【１月のイベント】

☆「初売り」４日（月）

円相当の商品が入った福

袋を円で販売。個限定

ですので、お早めに！

☆「産地商品の特売｣５日(火)

日(火)日（火）

産地間提携を結ぶＪＡの農産

物や加工品などを特別価格で

販売します。

☆「旬の果物・野菜フェア」９

日(土)日(日)日(土)

日(日)日(土)日

(日)日（土）、日(日)

秦野産の旬の果物や野菜にス

ポットを当てて販売します。

☆「大寒卵」日（水）

１年で最も寒い時期に生まれ

た卵は、栄養豊富で健康に良

いといわれています。数量限

定ですのでお早めにどうぞ

☆「たまごの日」毎週月、金曜

日

店頭価格から％引き。「み

くるべたまご」は除く。

☆「お米の日」毎週水曜日

店頭価格から％引き。

☆「肉の日」毎週木曜日と日

店頭価格から５％引き。

◎１月日（火)は定休日です

※新型コロナウイルス感染症の

影響により、試食イベントは休

止しています。他のイベントも

変更になることがありますの

で、ご了承ください。

下大槻の 伊奈
い な

忍
し の ぶ



地域の女性に作品を紹介

認知症への理解を深めた講習会

花の色合いを工夫しながら植える部員

さ
ま
ざ
ま
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意
見
を
交
わ
し
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場所

北矢名218番１

北矢名218番

平沢1004番３

平沢1004番４

平沢1014番１

平沢1017番１

平沢1017番２

平沢1018番１

平沢1018番２

地目

畑

畑

畑

畑

畑

畑

畑

畑

畑

面積

(平方㍍)

957

748

214



1167

1251

105

1295

195

Ｊ
Ａ
は
が
野
女
性
会
と
画
面
越
し
に
交
流

オリジナル手拭いで「さっ
とカブリーナ」作り

（） 年(令和２年)月日(土曜日) 年(令和２年)月日(土曜日) （）女性部 第号 第号 地域･情報Ｊ Ａ は だ の Ｊ Ａ は だ の


